
書

評

渡
辺
澄
夫
著

畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造

　
－
…
特
に
均
等
名
庄
園
・
摂
関
家
大
番
三
番

　
　
頭
重
庄
瀦
等
に
関
す
る
実
証
的
研
究
一

　
最
近
に
お
け
る
庄
園
研
究
の
最
も
輝
や
か
し
い
業

績
の
一
つ
と
し
て
、
渡
辺
澄
夫
氏
の
門
畿
内
庄
園
の

蕪
礎
構
造
」
を
推
す
こ
と
に
異
論
の
あ
る
入
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
事
実
、
本
書
の
刊
行
以
後
、
こ
と
庄
園

を
論
ず
る
者
は
、
本
書
の
成
果
に
論
及
せ
ず
し
て
庄

園
を
語
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
、
と
習
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　
本
章
聞
け
即
昭
知
脚
望
潮
T
山
ハ
年
以
降
数
年
㎜
間
捌
、
面
親
拗
な
ま

で
精
力
的
に
均
等
名
論
を
追
究
さ
れ
た
著
者
の
研
究

の
集
大
成
で
あ
り
、
八
○
○
頁
に
垂
ん
と
す
る
大
著

で
あ
る
。
収
載
さ
れ
た
短
章
の
う
ち
、
若
槻
庄
。
出
雲

庄
。
梅
津
庄
の
均
等
名
の
実
証
的
研
究
及
び
竹
内
理

三
氏
編
「
日
本
封
建
制
制
成
立
の
研
究
」
に
収
め
ら
れ

た
均
等
名
総
論
な
ど
に
よ
っ
て
、
著
考
の
所
論
は
夙

に
掌
界
注
視
の
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
景
尉
及
さ
れ
た
論

者
も
少
く
な
い
が
、
脚
数
め
て
こ
の
大
著
を
披
読
す

れ
ば
、
何
よ
り
も
先
ず
そ
の
真
塾
な
追
究
、
丹
念
な
愛

料
操
作
、
整
合
さ
れ
た
理
論
に
驚
歎
さ
せ
ら
れ
る
。

　
先
ず
、
本
書
の
内
減
を
紹
介
す
れ
ば
、
本
讐
は
序

論
・
本
論
・
結
論
・
補
論
の
四
部
に
分
れ
て
い
る
。

序
論
「
研
究
の
視
点
と
問
題
の
限
定
」
に
お
い
て
、

著
者
は
、
現
在
申
世
愛
の
面
心
課
題
た
る
封
建
制
成

立
塑
の
諸
問
題
の
深
化
に
際
し
て
、
そ
の
社
会
経
済

体
制
の
三
脚
で
あ
る
庄
園
細
動
体
の
基
礎
的
・
綜
合

的
な
構
造
分
析
の
不
充
分
な
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ

し
て
そ
の
解
決
の
方
法
と
し
て
「
政
治
史
か
ら
庄
園

糊
を
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
　
一
応
道
に
庄
園
制
か

ら
政
治
曳
を
検
討
す
る
視
点
に
退
き
、
庄
園
構
造
霞

体
の
笑
証
的
研
究
」
1
・
即
ち
高
次
の
政
治
塑
的
観
点

か
ら
眺
め
る
に
は
余
り
に
も
多
様
で
あ
り
複
雑
で
あ

り
過
ぎ
る
庄
園
制
そ
の
も
の
の
講
造
分
析
を
慕
礎
と

す
る
庄
園
の
綜
合
的
・
体
系
的
な
地
域
研
究
が
、
緊

急
の
学
問
的
要
請
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
そ
し

て
そ
の
為
に
、
凡
ゆ
る
型
の
庄
園
類
型
を
含
み
、
旦

っ
庄
園
領
主
の
膝
下
と
し
て
古
代
的
支
配
が
最
も
長

期
的
に
典
型
的
に
実
現
さ
れ
、
史
料
的
に
も
豊
冨
な

畿
内
庄
園
が
特
に
問
題
と
さ
れ
、
中
で
も
名
田
の
構

造
が
分
析
の
焦
点
に
据
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
全
く
適

切
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
著
者
は
見
事
に
そ
れ
に

成
功
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
従
事
閑
却
さ
れ
て
き
た

数
多
く
の
貴
重
な
環
象
の
発
掘
に
成
功
し
て
い
る
。

　
本
論
灘
畿
内
庄
懸
に
お
け
る
古
代
的
支
配
の
諸
型

態
」
は
均
等
名
論
及
び
撰
関
家
大
番
領
・
番
頭
〃
制
庄

園
論
の
二
部
に
分
か
れ
る
が
、
重
点
は
均
等
名
論
十

四
章
に
お
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
こ
で
既
に
「
史

学
研
究
」
・
「
塑
学
雑
誌
」
等
に
発
表
さ
れ
た
楊
本

庄
・
出
雲
庄
等
の
大
和
国
大
乗
一
領
諸
庄
園
の
他
に
、

新
し
く
東
大
寺
領
・
醗
醐
寺
領
・
長
福
寺
領
等
の
寺

領
庄
園
、
春
β
社
領
鱗
コ
の
神
社
領
庄
園
、
及
び
久
我

家
領
等
の
公
家
帯
心
國
に
お
け
る
均
等
名
体
制
を
析

出
し
、
合
欝
三
十
ニ
ケ
庄
に
つ
い
て
の
精
密
な
デ
ー

タ
ー
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
と
か
く

大
和
国
興
福
寺
大
乗
院
領
の
特
殊
な
交
配
型
態
に
過

ぎ
ぬ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
均
等
名
体
制
が
、

実
は
公
家
領
・
寺
社
領
を
通
ず
る
畿
内
庄
園
の
本
質

的
集
塵
に
基
づ
く
基
本
型
態
で
あ
る
こ
と
を
、
著
者

は
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
庄
園
の
分
析
の

結
論
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
名
主
家
族
の
耕
作
能
力
に
よ
っ
て
自
立
再
生
産

可
能
な
適
正
規
模
を
も
つ
名
を
標
準
名
と
し
、
こ
れ

よ
り
過
大
な
も
の
は
、
或
い
は
エ
名
に
分
割
し
、
こ

れ
に
達
し
な
い
も
の
は
領
主
直
属
地
た
る
一
色
田
そ

の
他
を
附
加
し
、
独
立
性
の
弱
い
名
は
脇
在
家
を
合

わ
せ
て
複
合
的
名
と
し
、
破
片
的
田
堵
名
は
集
め
て

集
名
を
形
成
す
る
、
な
ど
の
強
力
な
領
主
権
に
よ
つ
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書

て
、
均
等
名
は
平
安
末
期
に
形
成
さ
れ
永
く
再
生
産

さ
れ
た
、
②
均
等
名
に
は
完
全
均
等
名
と
不
完
全
均

等
名
と
が
あ
り
、
そ
の
内
積
は
一
丁
事
後
か
ら
聖
賢

繭
後
で
あ
る
。
③
均
等
名
庄
園
は
初
期
庄
園
的
系
譜

を
ひ
く
庄
園
、
平
安
末
期
ま
で
に
成
立
し
た
寄
進
地

系
庄
園
等
の
す
べ
て
に
亘
り
、
大
和
国
又
は
興
福
寺

領
の
み
の
特
異
的
型
態
で
は
な
く
、
大
和
・
山
城
．
河

内
・
摂
津
・
若
狭
。
近
江
・
伊
勢
の
各
国
に
亘
る
寺

社
領
・
公
家
領
を
通
じ
て
存
在
す
る
。
④
均
等
名
は

名
別
（
人
別
）
均
等
公
事
収
取
を
前
提
と
す
る
、
土

地
と
入
と
の
一
元
的
支
配
の
組
織
で
あ
り
、
不
均
等

名
は
反
別
公
事
を
原
則
と
す
る
土
地
中
心
の
支
配
組

織
で
あ
る
。
即
ち
均
等
名
に
あ
っ
て
は
名
機
一
律
の

夫
役
・
雑
公
事
の
収
取
が
先
行
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
細
堵
が
名
田
の
法
的
所
有
糎
を
認
め
ら
れ
て
名
主

に
昇
華
し
た
後
も
、
従
前
の
人
溺
一
律
の
田
堵
役
は

固
定
継
承
さ
れ
て
、
薫
別
一
律
の
名
主
役
と
し
て
存

続
し
、
そ
の
必
然
的
結
果
と
し
て
名
田
の
均
等
体
制

が
創
出
さ
れ
た
。
⑤
か
か
る
情
勢
を
生
み
出
し
た
歴

安
的
前
提
は
、
律
令
体
制
下
に
お
け
る
国
衙
の
鷲
酷

な
躇
調
や
臨
時
雑
役
を
逃
れ
る
た
め
に
、
有
力
祉
寺

貴
族
と
身
分
的
隷
属
関
係
を
結
ん
で
名
田
を
確
保
し

よ
う
と
し
た
潤
堵
一
名
主
顧
の
内
的
矛
贋
と
、
そ
れ

を
受
け
入
れ
た
社
寺
貴
族
側
の
現
夫
役
の
必
要
性
、

生
産
及
び
交
換
の
相
対
的
低
位
、
惣
じ
て
鮭
寺
貴
族
　
零
丁
・
水
上
一
久
氏
な
ど
従
来
も
少
く
な
か
っ
た
が
、

の
新
し
い
議
会
経
済
体
制
へ
の
対
応
と
の
結
合
に
あ
　
こ
れ
を
番
頭
剃
庄
園
と
し
て
把
握
し
、
蓬
畿
内
型
庄

つ
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
園
の
基
本
的
型
態
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
は
、
全
く

　
以
上
要
す
る
に
均
等
名
一
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
　
著
者
の
墨
画
で
あ
る
。
著
者
は
、
番
頭
舗
庄
園
と
し

の
形
成
を
規
制
し
た
決
定
的
要
素
は
、
従
来
の
通
説
　
て
畿
内
周
辺
部
を
中
心
と
す
る
七
十
余
庄
の
実
例
を

の
如
き
年
貢
収
取
で
は
な
く
、
夫
役
・
雑
公
事
収
取
こ
検
出
し
て
、
そ
の
番
糊
を
均
等
番
と
不
均
等
番
と
に

そ
霧
さ
る
べ
き
で
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
二
大
別
し
、
譲
．
番
子
の
関
係
藷
じ
、
そ
の
分

　
さ
て
、
均
等
名
を
以
上
の
如
く
位
置
づ
け
た
著
者
布
範
囲
を
考
究
し
て
、
次
の
如
く
結
論
さ
れ
て
い
る
。

は
、
純
畿
内
型
態
一
位
等
名
体
制
に
尊
し
て
、
礎
畿
　
即
ち
、
①
そ
の
発
生
は
平
安
末
期
に
あ
り
、
社
寺
貴

内
の
支
配
形
態
と
し
て
摂
関
家
大
番
領
及
び
番
頭
制
　
族
の
本
所
領
家
側
の
結
番
組
織
と
し
て
の
番
が
先
行

庄
園
を
考
え
る
。
摂
関
家
大
番
領
に
関
し
て
は
既
に
　
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
庄
園
に
も
夫
役
．
雑
公
事
収
駁

多
く
の
先
掌
の
先
業
が
あ
る
が
、
渡
辺
氏
は
均
等
多
の
為
の
機
構
と
し
て
番
組
織
が
漸
次
編
成
さ
れ
た
。

論
で
う
ち
建
て
た
氏
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
次
の
如
く
　
②
番
頭
制
庄
園
は
地
域
的
に
は
均
等
名
庄
園
の
外
延

整
理
す
る
・
即
ち
・
大
番
領
は
一
部
有
力
名
主
と
主
部
を
占
め
、
そ
の
下
部
構
造
が
純
畿
内
と
は
達
っ
て

関
家
と
の
個
人
的
結
合
子
楚
よ
つ
て
成
モ
た
も
在
地
小
忌
の
勢
力
が
強
い
た
め
、
そ
れ
に
一
一

の
で
あ
る
か
ら
・
庄
園
の
如
き
土
地
麦
配
の
野
望
は
　
れ
て
均
等
名
擬
制
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
従
っ
て

と
ら
な
い
が
・
雑
役
免
除
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
田
庄
園
領
主
の
直
接
支
配
権
力
は
均
等
名
庄
園
ほ
ど
に

堵
●
名
主
重
量
連
絡
し
・
摂
関
家
に
対
す
る
力
は
強
調
で
な
く
、
反
別
賦
課
の
黍
が
課
せ
ら
れ
一

役
負
担
を
条
件
と
し
て
そ
の
名
田
が
保
護
承
認
さ
れ
　
ら
領
主
的
名
な
ど
の
不
均
等
名
告
態
は
止
揚
し
得
な

る
点
に
お
い
て
は
均
等
名
と
共
通
の
社
会
経
済
的
地
　
か
っ
た
。

盤
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
摂
関
家
大
番
　
　
以
上
要
す
る
に
、
均
等
名
庄
園
．
摂
関
家
大
番
領
．

領
と
連
関
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
次
の
番
番
頭
制
庄
園
の
三
類
型
は
、
そ
の
塾
生
過
程
及
び
公

頭
制
庄
園
で
あ
る
。
庄
圃
に
お
け
る
番
頭
の
荏
在
に
　
嘉
収
敢
の
基
本
型
態
に
お
い
て
、
均
し
く
入
と
土
地

注
目
し
習
及
し
た
論
者
は
牧
健
二
・
野
田
次
郎
・
小
と
の
一
体
的
支
配
一
古
代
的
支
配
が
み
ら
れ
る
点
に
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飽
い
て
共
逓
の
性
絡
を
嘱
し
、
人
舞
課
役
で
あ
る
律

令
的
鷲
・
調
。
雑
篠
…
等
の
、
庄
園
制
的
変
形
な
い
し

血
携
の
結
果
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
よ
り
、
結
論

　
「
畿
内
庄
園
の
塞
礎
構
造
〕
に
お
い
て
以
下
の
七
点

に
つ
い
て
逓
説
を
批
判
す
る
。
　
　
　
’

①
満
水
三
男
氏
以
来
常
識
的
と
な
っ
て
い
る
畿
内
庄

園
の
散
在
型
幅
を
強
調
し
過
ぎ
る
の
は
、
畿
内
庄
園

威
立
を
自
然
的
・
物
質
的
条
件
の
契
機
か
ら
の
み
眺

め
る
二
二
観
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
配
す
る
上
か
ら
の

権
力
的
契
機
一
志
主
側
の
円
顯
化
の
努
力
を
正
当
に

評
価
す
べ
き
で
あ
る
、
②
従
来
の
庄
國
の
理
解
は
、

古
代
権
力
に
対
す
る
評
価
に
お
い
て
不
充
分
で
あ

り
、
庄
國
領
主
の
古
代
的
性
格
を
律
令
的
粋
内
に
固

定
化
す
る
こ
と
は
、
古
代
権
力
の
評
価
を
誤
り
、
ひ

い
て
は
政
治
塑
的
考
察
－
封
建
舗
成
立
の
研
究
を
昏

迷
と
停
滞
に
導
く
。
古
代
権
力
は
完
全
に
闇
己
の

古
代
性
を
揚
棄
し
得
な
い
限
界
性
を
も
つ
が
、
そ
の

限
界
内
で
封
建
制
へ
の
薗
応
を
行
っ
た
ソ
ル
と
を
正
し

く
評
価
し
跡
づ
け
な
け
れ
ば
、
中
世
皮
の
正
し
い
理

解
は
不
可
能
で
あ
る
。
③
皇
室
・
摂
関
家
。
｝
般
貴

族
・
寺
院
。
神
赴
等
の
庄
園
支
配
権
を
古
代
権
力
｝

・
般
と
し
て
単
一
化
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
連
絡
的
．

質
酌
差
異
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
為
に
各
々

の
本
所
・
領
家
内
部
の
庄
園
統
治
組
織
や
庄
園
の
順

接
統
治
機
構
の
具
体
酌
分
析
が
要
諮
さ
れ
る
。
④
庄

園
制
一
封
七
二
の
等
式
は
誤
り
で
あ
る
が
、
だ
か
ら

と
言
っ
て
庄
園
制
を
古
代
的
な
も
の
と
し
て
概
念
を

固
定
化
す
る
の
も
正
し
く
な
い
。
庄
園
綱
の
内
包
す

る
古
代
的
・
中
世
的
性
格
の
具
体
的
解
剖
が
必
要
で

あ
る
。
⑤
庄
園
綱
は
封
建
的
な
も
の
を
内
慰
す
る
か

ら
、
平
安
末
鎌
倉
期
に
お
け
る
現
物
所
　
当
の
比
軍
の

増
大
と
逆
意
労
働
の
比
重
の
低
下
を
強
調
す
る
の

は
、
正
鵠
を
得
た
も
の
と
言
い
難
い
。
一
般
に
領
主

直
営
地
は
平
安
末
期
に
は
本
来
の
雇
作
的
佃
か
ら
無

作
的
佃
に
転
化
し
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
歳
役
労

働
の
比
重
の
低
下
を
意
昧
せ
ず
、
逆
に
夫
役
．
万
雑

纂
は
強
化
さ
れ
て
い
る
。
土
地
単
位
に
年
貢
。
課
役

な
賦
課
す
る
名
縄
織
の
完
成
は
、
こ
の
夫
役
・
雑
公

儀
収
取
に
眼
目
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
庄
園
の
収

取
組
織
…
従
っ
て
庄
園
形
態
一
が
規
鰍
…
さ
れ
た
。
公

事
か
ら
見
た
場
合
、
収
取
形
態
に
は
名
別
（
均
等
）

公
事
。
反
別
公
事
・
在
家
劉
公
認
の
一
工
類
型
が
あ

り
、
そ
れ
に
応
じ
て
庄
園
も
三
大
類
型
に
分
ち
得

る
。
⑥
従
来
の
見
解
は
、
名
に
対
す
る
収
取
内
容
一

名
主
の
負
担
内
容
～
の
厳
密
な
分
析
を
欠
い
て
い

る
。
年
貢
－
庄
田
耕
作
者
の
負
担
す
べ
き
地
代
一
と

公
纂
一
土
地
所
有
潅
公
認
の
代
償
と
し
て
の
人
身
賦

課
一
と
の
両
方
を
負
担
す
る
春
が
名
主
で
あ
り
、
公

器
軍
視
の
立
場
か
ら
近
枇
本
蕊
姓
と
の
連
関
も
正
し

く
評
緬
出
来
る
。
名
は
下
か
ら
の
私
的
土
地
所
有
的

性
格
と
上
か
ら
の
収
取
単
位
的
性
格
と
の
二
契
機
の

矛
盾
。
対
抗
の
具
体
的
閥
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格

が
地
域
的
に
相
異
す
る
。
⑦
均
等
名
形
成
に
際
し
て

附
加
さ
れ
た
領
主
直
属
地
の
中
で
、
佃
や
除
田
以
外

の
も
の
は
小
作
地
（
一
色
田
）
と
し
て
存
続
し
た
。

　
最
後
に
庄
園
綱
に
お
け
る
庄
園
領
主
直
属
地
の
問

題
を
補
論
門
聞
碑
に
つ
い
て
」
と
し
て
収
め
、
均
等

名
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解
を
側
面
的

に
補
強
し
て
い
る
。

　
以
上
が
本
書
の
梗
概
で
あ
る
が
、
従
来
と
か
く
等

閑
視
さ
れ
て
き
た
庄
園
灯
下
に
お
け
る
夫
役
・
雑
公

事
収
取
の
重
要
性
を
徹
底
的
に
掘
起
し
そ
こ
か
ら
庄
．

園
構
造
及
び
庄
園
類
型
を
立
論
し
た
著
者
の
一
貫
す

る
立
場
は
、
新
た
な
る
庄
園
像
を
提
示
し
得
て
い

る
。
著
者
が
最
初
の
均
等
名
論
を
世
に
問
わ
れ
た

陪
、
果
し
て
誰
が
こ
の
庄
園
像
を
予
測
し
得
た
だ
ろ

う
か
。
殊
に
著
潜
が
、
そ
の
職
を
九
州
大
分
大
学
に

奉
じ
、
更
斜
採
訪
の
上
で
極
め
て
不
便
な
環
境
の
申

に
あ
り
な
が
ら
孜
々
と
し
て
こ
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ

た
こ
と
を
思
う
と
き
、
本
轡
の
価
値
は
益
々
尊
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
紹
介
す
る
余
裕
が
な
か

っ
た
が
、
集
名
・
｝
熱
田
・
延
齢
等
々
の
従
来
明
瞭
で
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な
か
っ
た
庄
園
構
造
を
具
体
的
に
解
明
さ
れ
た
功
績

も
、
副
産
物
と
言
う
に
は
余
り
に
も
貴
重
で
あ
る
。

も
と
よ
り
全
巻
極
め
て
精
密
な
実
証
的
・
個
別
庄
園

研
究
で
あ
る
こ
の
大
著
を
数
枚
に
紹
介
す
る
こ
と
は

不
珂
能
で
あ
り
、
直
接
本
轡
を
お
読
み
願
い
た
い
。

　
今
後
の
庄
園
研
究
が
本
書
の
成
果
に
論
及
せ
ず
し

て
は
不
可
能
で
あ
る
程
、
本
誓
の
刊
行
の
意
義
の
大

き
い
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
望
蜀
の
厚
情
を

以
て
す
れ
ば
、
な
お
望
む
べ
き
点
や
、
疑
問
点
も
存

す
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
二
一
二
の
点
に
つ
い
て
著

蕎
及
び
大
方
の
御
高
教
を
得
た
い
と
考
え
る
。

　
均
等
名
体
制
の
析
嵐
に
際
し
て
著
者
の
髄
用
さ
れ

た
史
料
は
、
年
代
的
に
は
平
安
末
期
よ
り
室
町
中
期

に
亘
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
量
第
二
の
も
の
が

か
な
り
多
数
を
占
め
る
。
均
等
名
が
す
ぐ
れ
て
平
安

末
期
的
現
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
果
し
て
か
か
る
史
料

操
作
が
妥
当
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
氏
に
従
え

ば
、
均
等
名
は
単
に
平
安
末
期
の
現
象
で
あ
る
に
止

ら
ず
、
永
い
時
期
に
わ
た
っ
て
再
生
産
さ
れ
完
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
又
後
代
的
な
変
料
を
操
作
さ
れ

る
場
合
に
は
充
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
は
思

5
が
、
か
か
る
愛
器
操
作
に
は
危
険
性
が
極
め
て
多

い
。
村
井
康
彦
氏
の
批
判
、
　
「
す
で
に
成
立
し
て
い

る
均
遺
名
で
の
一
し
た
が
っ
て
当
然
そ
う
あ
る
べ

き
一
名
主
の
儀
担
の
書
髭
を
細
堵
に
投
入
し
、
そ

の
田
堵
役
か
ら
再
び
均
等
名
を
説
明
さ
れ
る
と
い
う

欠
陥
を
も
つ
て
い
る
｝
（
本
誌
四
〇
巻
二
号
）
と
い
う

批
判
も
こ
れ
に
関
係
す
る
と
愚
わ
れ
る
。
具
体
的
に

例
を
挙
げ
れ
ば
嘉
審
三
年
の
名
々
穫
に
よ
っ
て
分
析

さ
れ
た
近
江
奥
島
庄
に
お
け
る
名
田
の
均
等
性
は
、

氏
の
予
測
さ
れ
た
如
く
平
安
争
議
態
が
維
持
再
生
産

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
室
町
期
の
所
産

で
あ
る
。
均
等
名
の
申
に
も
、
奥
島
庄
の
如
く
鎌
倉
．

蜜
町
期
に
新
し
く
創
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
何
故
こ
こ
で
は
か
か
る
時
点
に
そ
れ
が
形

成
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
形
成
の
過
程
は
臭
骸
的
に
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
領
主
・
武
士
・

農
民
に
い
か
な
る
意
昧
を
残
し
た
か
が
、
赦
め
て
詳

し
く
追
究
さ
れ
て
、
夫
々
の
特
殊
性
及
び
普
遍
性
が

究
閾
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
誤
ち
の

原
因
の
一
つ
は
著
春
の
均
等
名
析
出
の
方
法
が
、
名

田
面
積
の
均
等
性
と
領
主
佃
の
均
等
割
り
の
両
者
の

絡
…
的
・
質
的
な
差
異
が
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
次
に
は
、
氏
の
分
布
表
に
従
っ
て
も
、
最
も
均

等
名
庄
園
の
分
布
度
の
高
い
大
和
の
大
乗
院
領
庄
園

に
限
っ
て
も
、
な
お
坐
－
数
近
く
の
不
均
等
名
が
存
在

し
て
い
る
。
他
の
社
寺
領
二
公
家
領
を
加
え
た
畿
内

庄
園
全
体
か
ら
雷
え
ば
、
不
均
等
名
庄
園
が
一
般
的

傾
向
で
あ
っ
て
、
均
等
名
庄
園
は
む
し
ろ
覧
る
特
殊

型
態
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

そ
の
意
昧
か
ら
次
の
二
点
を
特
に
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
①
均
等
名
庄
園
か
ら
畿
内
庄
園
一
般
を
隔
納
す

る
こ
と
は
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
②
畿
内
庄
園

の
特
色
は
、
氏
の
言
5
如
く
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ

て
散
在
庄
園
が
円
田
化
さ
れ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
は
な
ズ
、
逆
に
私
が
嚢
っ
て
述
べ
た
如
く
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
払
っ
て
も
な
お
か
つ
散
在
性
・
錯
圃
性

を
完
全
に
は
止
揚
し
得
な
か
っ
た
点
に
こ
そ
認
め
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
後
代
的
二
見
を
健
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ

安
易
な
併
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
一
い
て
は
、
番
頭
制
庄
園
を
論
じ
ら
れ
た
本
編
簗
三
部

門
、
奥
島
庄
の
場
合
は
、
名
田
醤
積
が
一
律
七
段
と

い
う
均
等
性
を
も
つ
反
面
、
領
主
佃
の
占
め
る
比
率

が
極
め
て
低
い
が
、
こ
れ
は
例
え
ば
落
勢
石
鱒
庄
の

名
田
累
積
の
均
等
盤
よ
り
も
、
小
獣
及
び
公
事
の
名

鋼
均
等
性
の
方
が
軍
要
な
意
昧
を
も
つ
曇
霞
と
は
性

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
殊
に
問
題
と

し
た
い
の
は
、
例
え
ば
鎌
倉
期
の
丹
波
雀
部
庄
に
み

ら
れ
る
如
ぎ
番
頭
・
番
子
制
の
変
形
又
は
直
接
遺
制

と
し
て
、
竈
町
期
の
番
頭
・
村
番
頭
を
考
え
て
よ
い

か
、
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
薦
北
朝
雪
駄
を
経
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過
し
た
畿
内
農
村
が
、
鎌
病
期
の
農
村
の
単
な
る
発

展
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
激
し
い
変
動
・
再
編

が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
「
惣
」
結
合
も
か
か

る
理
解
の
上
に
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
私
は

嘗
っ
て
指
摘
し
た
。
結
論
の
み
応
え
ば
、
氏
の
揚
げ

ら
れ
た
番
頭
制
庄
園
の
う
ち
、
室
町
期
の
史
料
を
以

っ
て
析
出
さ
れ
た
も
の
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
　
「
隣

郷
イ
カ
ナ
ル
黒
ニ
モ
老
二
成
テ
得
分
ア
リ
、
堅
田
ニ

モ
浦
々
ヨ
リ
河
鹿
ヲ
ト
リ
テ
横
揺
二
食
コ
ト
ア
リ
、

ナ
ク
サ
ミ
ア
リ
、
番
頭
キ
ウ
ア
リ
」
（
本
福
寺
跡
書
）

と
い
う
番
頭
で
あ
り
、
「
惣
」
内
に
お
け
る
老
・
年

寄
と
同
意
語
程
の
意
昧
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
私
に
は
考
え
ら
れ
る
。
も
し
か
く
断
定
し
て

誤
り
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
氏
の
番
頭
制
庄
園

分
布
図
は
か
な
り
根
本
的
な
修
正
を
必
要
と
し
、
更

に
は
均
等
名
庄
國
と
番
頭
制
庄
園
と
の
対
比
よ
り
結

論
さ
れ
る
氏
の
構
図
自
体
も
亦
再
考
の
余
地
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
本
書
の
主
題
は
、
庄
園
の
上
か
ら
の
支
配

構
造
の
追
究
に
あ
り
、
従
っ
て
下
か
ら
の
農
民
の
経

営
規
模
、
構
造
の
分
析
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
な
い

こ
と
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
為

に
、
せ
っ
か
く
の
氏
の
分
析
が
、
平
板
的
・
静
的
な

断
面
を
提
示
し
た
に
止
っ
た
こ
と
は
、
憐
…
し
む
べ
き

こ
と
で
あ
っ
た
。
上
か
ら
の
領
・
王
二
項
に
よ
る
均
等

名
の
形
成
が
、
下
か
ら
の
農
民
的
抵
抗
を
殆
ん
ど
受

け
る
こ
と
な
く
、
円
滑
に
進
展
実
現
さ
れ
た
か
の
錯

覚
を
読
者
に
与
え
る
の
は
、
一
つ
に
は
氏
が
均
等
名

の
彩
成
過
程
を
具
体
的
な
領
・
王
・
武
士
・
農
民
の
対

抗
関
係
の
申
か
ら
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
私
達
が
何
よ
り
も
渇
望
し
て

い
る
も
の
は
、
か
か
る
具
体
的
な
馬
立
関
係
の
中
か

ら
描
き
出
さ
れ
る
動
的
な
庄
園
そ
の
も
の
の
歴
塑
な

の
で
あ
る
。
氏
の
記
述
の
み
で
は
、
均
等
名
が
単
な

る
公
事
。
夫
役
収
取
の
為
の
擬
制
的
支
配
機
構
で
あ

っ
た
の
か
、
又
そ
の
ま
ま
農
書
の
経
営
規
模
を
示
す

も
の
と
考
え
て
よ
い
の
か
判
然
し
な
い
。
或
い
は
場

合
に
よ
っ
て
は
、
ど
ち
ら
で
も
あ
り
得
る
如
き
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
擬
制
的
支
配
機
構
で
あ
る
な
ら

ば
農
民
的
抵
抗
も
さ
ほ
ど
激
し
く
な
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
経
営
に
鐵
結
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
極
め
て
多
彩
な
抵
抗
を
随
伴
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

　
以
上
、
詳
細
な
個
溺
庄
園
研
究
の
集
積
の
上
に
構

成
さ
れ
た
氏
の
結
論
に
つ
い
て
、
個
々
の
デ
ー
タ
ー

そ
の
も
の
の
批
判
を
抜
き
に
し
て
、
結
論
的
に
氏
の

構
図
そ
の
も
の
に
対
し
て
敢
え
て
疑
問
を
提
出
す
る

と
い
う
非
礼
を
重
ね
て
き
た
が
、
一
つ
に
は
紙
幅
の

濁
係
か
ら
で
あ
り
、
又
一
つ
に
は
氏
に
澄
せ
る
後
学

の
望
蜀
の
願
い
の
な
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
、
幾
重

に
も
御
寛
容
の
程
を
お
願
い
し
た
い
。

　
勿
論
、
私
の
提
出
し
た
疑
問
に
よ
っ
て
本
書
の
価

値
の
偉
大
さ
は
些
か
も
論
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

殊
に
公
事
収
取
を
重
視
す
る
氏
の
立
場
は
、
従
来
の

庄
園
史
研
究
の
毒
忌
を
つ
く
も
の
で
あ
り
、
極
め
て

適
切
な
視
角
で
あ
っ
た
。
氏
の
行
わ
れ
た
如
き
庄
園

の
実
地
踏
査
も
庄
園
研
究
巻
の
是
非
と
も
行
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
研
究
の
前
提
で
あ
り
乍
ら
、
仲
々
私
達
膚
身

も
行
っ
て
い
な
い
。
史
料
に
対
し
て
徹
底
的
に
掘
下

げ
る
こ
と
も
、
私
達
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
問
題
意

識
が
先
走
り
し
、
し
か
も
、
と
か
く
眼
移
り
し
て
一

貫
し
た
研
究
対
象
を
見
失
い
が
ち
な
後
学
の
私
達
に

は
、
確
か
に
本
書
は
頂
門
の
一
針
で
あ
る
と
思
う
。

氏
の
提
唱
す
る
「
庄
園
制
そ
の
も
の
の
構
造
分
析
を

墓
礎
と
す
る
庄
園
の
綜
合
的
・
体
系
的
な
地
域
研
究
偏

が
、
本
書
の
刊
行
を
一
つ
の
劃
期
と
し
て
強
力
に
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
、
著
者
と
共
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
（
吉
規
弘
丈
館
発
行
・
定
価
一
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
石
鑓
善
人
一
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